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『ひとりひとりに役割がある』

先日、お買い物ごっこが終わりました。お洋服屋さん、パン屋

さん、ケーキ屋さん、車屋さん。どのクラスも、本当に素敵な商

品が並び、子どもたちは大喜びでした。

この商品を作り上げたのは、担任の先生、子どもたち、そして、

パートの先生たち。職員室で、ひとつひとつ丁寧に作品を仕上げ

ていました。不器用な園長は、手を出せないレベル。本当に先生

たちの腕には感心させられます。

パートの先生は、いつも園の活動のサポートに入ってください

ます。決して表に出ることはないけれど、大切な存在です。私の

動く速度の2倍速でお仕事を片付ける先生。朝早くの預かり保育

に入ってくれる先生。園の周囲や中をきれいに整えてくれる先生。

クラスの担任の先生の片腕として子どもたちを守り育ててくれる

先生。夕方や土曜日の預かり保育をゆったり子どもたちに寄り

添ってくれる先生。幼稚園バスで、子どもたちの安全を守る添乗

の先生。難しい事務をこなしてくれる先生。子どもたちの安全や

健康を守ってくれる看護師の先生。どの先生も、限られた時間を

上手に、最大限の努力をして働いてくださっています。

園長や正規の先生たちだけでは、幼稚園は回りません。そして、

全ての先生のたっぷりの愛情が、子どもたちを育てていきます。

園長も、正規職員も、パートで働く先生も、一人一人に神様か

ら与えられた役割があります。一人一人の大人が、その役割を謙

虚に受け止め、誠実に働くことが、子どもたちの良い環境になっ

ていくのだと思います。

園長 渡部 良子

「すべてのものは主の賜物」

私たちの身の回りにある自然や生き物たちは、それぞ

れに助け合って生きています。花の花粉は虫たちや風が

運びます。動物たちは草木の栄養を、時に他の動物の命

をいただいて次の新しい命を生み出します。雨は山や大

地に降り注ぎ、川となって流れ、海に流れつき、また空

に還っていきます。そのような世界の仕組みは人間が生

まれるずっと前から世界で起こっていたことです。

そこに人間が加わり、自然や動物たちとは違う形で世

界の循環につながってきました。多すぎる木を切ったり、

田畑を耕し、動物を飼育して食料を確保したり、他の生

き物にはできない形で命をつないでいくようになりまし

た。でも、人間がこうした仕事を始めるためには地上に

ある土地を耕し、土を肥やし、種を植えて、水を供給し

なければなりません。飼育する動物たちも最初からそこ

にいるわけではなく、飼い慣らすなどどこからか連れて

こなければ自分たちだけで生み出すことはできません。

いつでも私たちの命をつなぐ力となってくれているも

のは世界のどこかからいただいているものです。すべて

のものが感謝のうちに互いの命を神様からの宝物（賜物）

として大切にすることができますように。
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